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Ｇ空間×ＩＣＴ推進会議 



本推進会議の検討テーマであったＧ空間×ＩＣＴに関連し、   

 ①Ｇ空間とＩＣＴの融合 

 ②準天頂衛星の８の字軌道 

 ③地球と準天頂衛星 

 ④無限大（∞）の可能性  

を表現。 

将来が期待される三大重要科学技術（他はナノテクノロジー、バイオテクノロジー）の

一つである「地理空間情報技術」（＝Geotechnology）の頭文字のＧを用いた、 

「地理空間（情報）」の愛称。 

◆ Ｇ空間（情報）とは 

◆ マークの意味 

タイムズ 



 

     空間情報と通信技術を融合させ、暮らしに新たな革新をもたらす 

 新たな産業・サービスを創出し、経済を再生させる 
 世界最先端の防災システムをつくる 
 先進的・先導的な手法により、地域を活性化させる 

Mission ミッション 

Vision ビジョン 

① プロジェクト１：Ｇ空間オープンデータ・プラットフォームの構築 
     ・ 官民が保有するＧ空間関連データを自由に組み合わせて利活用可能とするプラットフォームを構築、「Ｇ空間情報センター」の実現に寄与 
     ・ Ｇ空間情報活用の全国普及に向けた官民連携等の強化 

② プロジェクト２：世界最先端のＧ空間防災システムの構築 
     ・ 準天頂衛星を含む多様な災害情報伝達手段を活用し、一人一人に的確な避難誘導を行うシステムを実現 
     ・ 災害対応ロボット等の高度な防災システムの開発 

③ プロジェクト３：「Ｇ空間シティ（仮称）」による成功モデルの実現 
     ・ 先進的・先導的なＧ空間×ＩＣＴの利活用モデルを実施 
     ・ 海外でＧ空間×ＩＣＴの実証プロジェクトを実施 

Approach アプローチ 
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「Ｇ空間×ＩＣＴ」による、革新的な新産業・新サービスの創出の促進、世界最先端の防災対策の実現等 
 

背
景 

未
来
像 

 
 

取
組 

経済の再生（６2兆円市場）、世界最先端の防災力等を「Ｇ空間×ICT」で実現 

 
 
◆ センサーの普及等によるＧ空間情報の大量生成 
 （データの収集等を可能とするセンサーの小型化・低価格化が進展し、Ｇ

空間情報等データの大量生成） 

  
◆ 測位デバイスの普及によるＧ空間情報利活用環境の向上 
 （スマートフォンの出荷台数：2008年度110万台→2016年度3760万台（見込み）） 

 
◆ Ｇ空間情報の高度な利活用による付加価値の創出 
 （ビックデータやオープンデータによる新産業・新サービスの創出） 

 
 

Ｇ空間×ＩＣＴによって 
経済の再生、世界最先端の防災、地域の活性化 

 

『共創型元気経済社会』、『共助型安心安全社会』、『共生型地域活力社会』 

【プロジェクト３】 
 「Ｇ空間シティ（仮称）」による成功 

 モデルの実現 
（Ｇ空間情報の利活用の促進）  

【プロジェクト２】 
世界最先端のＧ空間防災 

 システムの構築 
（Ｇ空間情報の防災分野での利活用の促進） 

 

【プロジェクト１】 
 Ｇ空間オープンデータ・ 
プラットフォームの構築 

 （Ｇ空間情報の円滑な利活用環境の構築） 

Ｇ空間情報のＩＣＴによる高度な利活用（「Ｇ空間×ＩＣＴ」）を可能とする環境の進展 

 
◆ 高精度な測位環境の実現 
 （2010年、準天頂衛星初号機打ち上げ。2010年代後半に、準天頂衛

星の４機体制が整備） 

 
◆ 地理空間情報システム（ＧＩＳ）の高度利用の進展 
 （地方自治体間で利用状況に差があるものの、一部の地方自治体に

おいて、ＧＩＳを高度利用し、政策判断に積極的に活用） 
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センサーの普及等による 
Ｇ空間情報の大量生成 

データの収集等を可能とするセン
サーの小型化・低価格化が進展し、
Ｇ空間情報等の大量生成 

＜センサーの小型化・低価格化＞   

測位デバイスの普及による 
Ｇ空間情報利活用環境の向上 

ＧＰＳを受信する機能を有するスマートフォン等
モバイル端末の普及により、Ｇ空間情報を利活
用する環境が向上 

＜多様な測位デバイスの普及＞ 

  

2010年、準天頂衛星初号機打ち上げ。
2010年代後半に、準天頂衛星の４機体制
が整備 

高精度な測位環境の実現 

＜準天頂衛星初号機「みちびき」＞ 
  

地方自治体間で利用状況に差があるもの
の、一部の地方自治体において、ＧＩＳを高
度利用し、政策判断に積極的に活用 

行政におけるＧＩＳの高度利用の進展 

＜富山市と浦安市のＧＩＳによる分析＞ 

Ｇ空間情報のＩＣＴによる高度な利活用（Ｇ空間×ＩＣＴ）を可能とする環境の進展 

「Ｇ空間×ＩＣＴ」の加速による、さらなる価値創出 

  

Ｇ空間情報の高度な利活用に
よる付加価値の創出 

Ｇ空間情報等のビックデータやオープン
データによる新産業・新サービスの創出 

＜国際的な10年間のデジタルデータの成長＞ 

2000 

2020 

検討の背景 
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２０２０年に約６２兆円のＧ空間関連市場（現在約20兆円） 

プロジェクトの成果を国内外に展開 

(1) プラットフォームの構築 

 ・ ２０１５年度を目途に、官民が保有するＧ空間関連データを自由に組み合わせて利活用できるプラットフォームを構築。「Ｇ空間
情報センター」の実現に寄与。 

 ・ プラットフォームを民間企業等に開放して、様々な新サービス創出の開発実証に活用。 

(2) Ｇ空間情報活用の全国普及に向けた官民連携等の強化 

 ・ ２０１４年度を目途に、自治体が保有するＧ空間情報の多目的利用を推進するため、自治体におけるＧ空間情報利活用のベス
ト・プラクティス集を作成。 

 ・ ２０１５年度を目途に、自治体と公益事業者が連携し、地図制作や更新の効率化を図るため、自治体と公益事業者等の連携モ
デルを構築、順次展開。 

プロジェクト１： 
 Ｇ空間オープンデータ・プラットフォームの構築 

共
通
基
盤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

(1) 多様な手段による的確な情報提供の実現 
   ・ ２０１５年度を目途に、Ｇ空間情報をリアルタイムにビッグデータ分

析し、準天頂衛星のメッセージ機能も含めた多様な伝達手段を活
用し、一人一人に的確な情報提供を行うモデルシステムを実現。 

(2) 災害対応ロボット等の高度な防災システムの導入 
 ・ ２０２０年度を目途に、災害現場に近づけない大規模災害・特殊災

害等においてＧ空間情報を活用し、無人やリモートで操作できる災
害対応ロボット等の高度な防災システムを開発、順次導入。 

プロジェクト２： 
 世界最先端のＧ空間防災システムの実現 

(1) 先進的・先導的な利活用モデルの実施 
 ・ ２０１４年度から、Ｇ空間情報利活用の促進を図るため、関係

府省と連携し、交通・農業の高度化等のための先進的・先導的
なＧ空間×ＩＣＴの利活用モデルを構築。 

(2) 海外での実証プロジェクトの実施 
 ・ ２０１４年度から、国際競争力の強化及び国際展開の促進を図

るため、ＡＳＥＡＮ地域等を中心に海外でＧ空間×ＩＣＴの実証プ
ロジェクトを実施。 

プロジェクト３： 
「Ｇ空間シティ（仮称）」による成功モデルの実現 利

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

プロジェクトの概要 
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※ 売上高ベース。なお、平成24年度（2012年度）の我が国の総売上高は、1302.3兆円（総務省・経済産
業省「平成24年経済センサス-活動調査（速報）」（平成25年１月29日）） 
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平成24年度（2012年度） 平成32年度（2020年度） 

19.8兆円 

14.5兆円 

15.4兆円 

32.3兆円 

62.2兆円 

①官民が保有するＧ空間情報を自由
に組み合わせて利活用できるプラッ
トフォームを活用したサービスの拡

充による効果 

② 先進的・先導的なＧ空間×ＩＣＴの
利活用モデル構築による、新産業・新

サービスの創出による効果 

（単位：兆円） 

Ｇ空間関連市場規模 

○ Ｇ空間関連市場（※）は、平成24年度（2012年度）19.8兆円。 
○ 平成32年度（2020年度）には、現状をそのまま敷衍すると32.3兆円。一方、①Ｇ空間情報の円滑な利活用が可能となるオー

プンなプラットフォームの構築や、②先進的・先導的な利活用モデルの構築による新産業・新サービスの創出により、最大
62.2兆円にまで拡大。                     
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プラットフォームの開発 
【～2015年度目途】 

成果反映 

2020年頃 現在 2015年度 

 
Ｇ空間オープンデータ 
・プラットフォーム 

の構築 

準天頂衛星３機の開発、打上げ、４機体制確立【2010年代後半】 本格運用期間 

プラットフォームの民間開放、新サービスの開発実証 

ベストプラクティス集作成 
【～2014年度目途】 

自治体・公益事業者の連携モデル構築 
【～2015年度目途】 

サービス本格化 

Ｇ空間情報活用の全国普及 

世界最先端のＧ空間 
防災システム 

の実現 

「Ｇ空間シティ（仮称）」 
による成功モデルの実現 

多様な伝達手段を活用した的確な情報提供 
モデルシステムの実現  
【2015年頃目途】   

災害対応ロボット等のＧ空間情報を活用した高度な防災システムの導入 
 【2020年頃目途】 

国内外における先進的・先導的なＧ空間×ＩＣＴ利活用モ
デルシステムの実施 
【2014年度～】   

「
Ｇ
空
間×

Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
」
の
実
現 

（
２
０
２
０
年
度
に
約
６
２
兆
円
の
Ｇ
空
間
関
連
市
場
） 

国内外へ順次展開  

国内外へ順次展開  

成果反映 

（
１
）プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
構
築 

（
２
）官
民
連
携
等 

の
強
化 

（
１
）的
確
な
情

報
提
供
の
実
現 

（２
）高
度
な
消
防

シ
ス
テ
ム
開
発 

ロードマップ 

準天頂衛星システム 
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 ○ 関係省庁等と連携し、具体的な取組を着実に推進。 
 ○ 「Ｇ空間×ＩＣＴ」に関する施策について、国民がその効果を最大限享受し、実感できる社会を実現。 

 
 
◆ 産学官の連携・推進体制の構
築 

 
 
◆ 達成目標について時間軸を
明示したロードマップの策定 

 
 
◆ 進捗状況等を定期的に評価
し、ロードマップを適時適切に見
直し 

 

  
ロードマップの策定 

 

 産学官とも一体化 
した総合的な 

推進体制の構築 

成功モデルの実証等
を通じた利活用環境

の整備 

◆ 特定の地域に関係省庁等

が連携して政策資源を集中
的に投下し、新たな成功モ
デルの実証 

 
◆ 特区の枠組みを柔軟に活

用した規制改革先行モデル
の検討 

 
 ◆ 地理空間情報の利活用

に関するルールの検討等、
データ利活用環境の整備 

 
 

◆ 関係省庁等との連携 
 
◆ 産学官の連携・推進体制
の構築 

 
◆ ＩＴ総合戦略本部等の政府
会議の司令塔機能との連携 

◆ 達成目標について時間軸

を明示したロードマップの策
定 

 
◆ 進捗状況等を定期的に評 

価し、ロードマップを適時適
切に見直し 

  

今後の取組 
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プロジェクト１：Ｇ空間オープンデータ・プラットフォームの構築 

○ ２０１５年度を目途に、官民が保有するＧ空間関連データを自由に組み合わせて利活用できるプラットフォームを構築。 

○ プラットフォームを民間企業等に開放して、様々な新サービス創出の開発実証に活用。 

参考 

Ｇ空間オープンデータ・プラットフォーム 

空撮画像、 
衛星写真等 地震の震度情報や 

豪雨等の気象情報 

地図情報 
（３Ｄ地図等） 

 

散在するG空間情報 

ウェブカメラや 
ボランティア等の 

民間の情報 
自治体が保有する
地図関連情報 

（道路工事情報等） 

【災害予測・災害対応】 

高精度な 
津波情報 

 

（高精細な測
位地図をベー
スとした津波・
豪雨シミュ
レーション） 

（災害現場への
安全かつ適確 

な誘導） 

【交通・農業等の高度化】 

（リアルタイムの道
路状況や災害状況
に応じた自動運転

システム） 

（ロボットを用い
た自動農業） 

【避難訓練・避難誘導等】 

（ビッグデータを利用
したリアルタイムの 

災害分析） 

（災害状況に応
じた個々人向け

避難誘導） 

人や車の位置 
動態情報 

【地域活性化】 

（高齢者や障害者の見守り
や買い物弱者対策） 

・・・ 

共通空間基盤データベース 
自治体と公益事業者等の連携により 
地図制作や更新の効率化を推進 
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プロジェクト２：世界最先端のＧ空間防災システムの構築 

無人走行放水車に
よる放水 

無人飛行機や消防
防災ロボット等によ
る情報収集・探索 

迅速かつ効果
的な救援・救助 

車両への情報提供に
よる渋滞回避 

関係行政機関等 

■気象情報 

■電子基盤地図 
■災害時要援護者情報 
■災害の状況 
■車の動態 

■気象情報 

＜災害対策本部＞ 

住民等への多様な手段による災害情報伝達 

外出中でも確実に 
災害情報を伝達 

地下街・屋内にも避難
誘導を的確に実施 

災害時の効果的な情報収集や救援・救助 

センサ等による災害の検知 関係機関と連携した情報収集 地図情報 人や車の位置動態情報 ＳＮＳでのつぶやき等 

Ｇ空間オープンデータ・プラットフォーム 

電子地図を活用した
各種情報の統合分析 

３Ｄ地図を利用した
被災シミュレーション 

ＳＮＳ投稿、運行情報等のデータ処理 災害現場からの各種情報のデータ処理 

様々なＧ空間情報のリアルタイム・ビッグデータ分析 

世界最先端のＧ空間防災システムの構築 ＧＰＳ波浪計 

参考 

○ ２０１５年度を目途に、Ｇ空間情報をリアルタイムにビッグデータ分析し、準天頂衛星のメッセージ機能も含めた多様な災害情報伝達手段を活用
し、屋内空間も含め、スマートフォンなどで一人一人に的確な避難誘導を行うシステムを開発、順次導入。 

○ ２０２０年度を目途に、災害現場に近づけない大規模災害・特殊災害等において高精度位置情報等と災害現場のＧ空間情報を活用し、無人やリ
モートで操作できる災害対応ロボット等による高度な情報収集や捜索、消火活動等を実現する防災システムを開発、順次導入。 
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○ Ｇ空間情報利活用の促進を図るため、関係府省と連携し、次世代ITS等先進的・先導的なＧ空間×ＩＣＴの利活用モデルを実施。 

○ 国際競争力の強化及び国際展開の促進を図るため、ＡＳＥＡＮ地域等を中心に海外でＧ空間×ＩＣＴの実証プロジェクトを実施。 

 

「Ｇ空間シティ（仮称）」による成功モデルの実現 
 
 
 
 
 

台帳等の情報 地域の 
医療情報 

気象情報 

測位カメラ・ 
測位センサー情報 

交通情報 
つぶやき等 

ＳＮＳ書込情報 
観光 
情報 

ＩＣＴによる 
ビッグ・データ分析 

自動車の自動操縦・支援 
（車間、人・車間通信） 

中山間地等 
複雑な地形での 
自律運転を可能 

とする農業 

ネットワークロボットの実用化 
(障害物を回避する自律運転のほか、 

他ロボットとの通信等） 

高精細な 
３Ｄ地図と測位での 

障がい者支援 

地図情報 設計図 
情報 

・・・・ 

個人の健康状態、 
運動不足等に応じて 
適切な経路に誘導 

位置情報を含むライフログ 
に応じた広告（屋内誘導も） 

＋ 
準天頂衛星等による屋内外の 

シームレスな高精細な位置情報測位 

位置情報に基づく 
セキュリティ基盤 

Ｇ空間オープンデータ・プラットフォーム 

屋内外の 
詳細な３Ｄ地図 
（関連情報付） 

参考 プロジェクト３：「Ｇ空間シティ（仮称）」による成功モデルの実現 
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参考 「Ｇ空間×ＩＣＴ推進会議」構成員 

11 

座長 柴崎 亮介 東京大学空間情報科学研究センター教授 
  秋本 則政 株式会社ゼンリン執行役員コミュニケーション本部長 
  生貝 健二 富士通株式会社取締役 
  石島 辰太郎 産業技術大学院大学学長 
  稲月 修 株式会社野村総合研究所理事 
  猪瀬 崇 NTT空間情報株式会社代表取締役社長 
  岩﨑 文夫 株式会社NTTドコモ 代表取締役副社長 
  大木 聖子 慶應義塾大学環境情報学部准教授 
  岡田 秀一 株式会社NTTデータ経営研究所顧問 
  岡部 篤行 青山学院大学総合文化政策学部教授 
  梶浦 敏範 株式会社日立製作所情報・通信ｼｽﾃﾑ社上席研究員 
  河口 信夫 名古屋大学大学院工学研究科教授 
  菊池 俊彦 株式会社ぐるなび取締役執行役員 
  木村 信哉 一般社団法人日本民間放送連盟専務理事 
  國領 二郎 慶應義塾大学総合政策学部長、教授 
  越塚 登 東京大学大学院情報学環教授 
  嶋谷 吉治 KDDI株式会社取締役執行役員専務 
  島村 秀樹 株式会社パスコ取締役研究開発センター長 
  塚田 祐之 日本放送協会専務理事 
  辻田 昌弘 三井不動産株式会社S＆E総合研究所長 
  堤 和彦 三菱電機株式会社常務執行役 開発本部長 
  橋本 雅人 株式会社トヨタIT開発センター代表取締役社長 
  古田 肇 岐阜県知事 
  牧園 啓市 ソフトバンクモバイル株式会社執行役員 技術統括副統括担当兼ネットワーク本部長 
  松崎 秀樹 浦安市長 
  目黒 公郎 東京大学生産技術研究所教授 
  森 雅志 富山市長 
  吉田 富治 一般財団法人衛星測位利用推進センター 連携協力推進本部長 

  
 
（オブザーバー） 
内閣官房、内閣府、警察庁、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、国土地理院、環境省、防衛省 
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